
高
齢
者
専
用
の
賃
貸
住
宅
「
ペ
ガ
サ
ス

ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
」
が
、
4
月

1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
一
般
の

マ
ン
シ
ョ
ン
住
居
と
変
わ
ら
な
い
「
賃

貸
」
と
い
う
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
い

つ
で
も
必
要
な
と
き
に
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
安
全
と
安
心

と
快
適
さ
」
を
追
求
し
た
住
居
で
す
。

「
介
護
保
険
施
設
」
で
は
な
く
「
住
宅
」

で
す
の
で
、
介
護
保
険
適
用
者
で
な
い

方
も
入
居
可
能
。
ご
利
用
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
新
た
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の

場
所
と
し
て
長
期
に
過
ご
し
た
り
、
病

院
退
院
後
、
施
設
退
所
後
か
ら
在
宅
療

養
ま
で
の
一
定
期
間
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
用
途
は
多
様
。
自
由
な
生

活
を
し
な
が
ら
健
康
管
理
を
維
持
し
、

予
防
介
護
と
い
う
観
点
か
ら
も
最
適
な

住
居
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

は
じ
め
、
24
時
間
看
護
師
等
が
常
駐
し
、

万
一
病
状
が
急
変
し
た
場
合
で
も
馬
場

記
念
病
院
が
受
け
入
れ
る
な
ど
、
地
域

の
医
療
・
福
祉
・
介
護
を
担
う
ペ
ガ
サ

ス
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
で
き
る
万
全
な
サ

ポ
ー
ト
で
、
安
心
、
安
全
、
快
適
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
」

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
保
て
る
完
全
個

室
で
、
ト
イ
レ
、
バ
ス
は
セ
パ
レ
ー
ト
、

キ
ッ
チ
ン
は
火
の
取
扱
い
に
安
心
な
オ

ー
ル
電
化
で
す
か
ら
、
食
事
や
入
浴
も

お
好
き
な
時
間
に
。
も
ち
ろ
ん
、
介
護

保
険
を
利
用
し
た
食
事
・
入
浴
サ
ー
ビ

ス
も
利
用
可
能
。
今
ま
で
使
用
し
て
い

た
家
具
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
家
族
、
知

人
の
方
も
気
軽
に
訪
問
す
る
こ
と
が
で

き
、
入
居
者
一
人
ひ
と
り
が
自
由
に
過

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
」

の
１
階
に
、「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
」（
診
療
所
）
が
併
設
さ
れ

ま
し
た
。
入
居
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

診
察
の
順
番
を
お
部
屋
で
お
待
ち
い
た

だ
け
、
重
篤
な
方
は
お
部
屋
で
の
診
察

が
可
能
で
す
。
万
一
、
入
居
者
の
方
の

容
体
が
急
変
さ
れ
た
場
合
で
も
、
馬
場

記
念
病
院
の
治
療
・
看
護
体
制
で
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま
た
、

「
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

石
津
」、「
ペ
ガ
サ
ス
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
石
津
」
も
併
設
さ
れ
、
日
々
の

健
康
管
理
か
ら
、
看
護
、
介
護
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
日

常
生
活
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
。
大

き
な
安
心
と
、
大
き
な
安
全
で
健
や
か

に
暮
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
建
設
中
の
「
介
護
療
養
型
老
人
保

健
施
設
ペ
ル
セ
ウ
ス
」
が
今
年
10
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
こ
の
施
設
は
、

「
介
護
型
療
養
病
床
」
と
「
介
護
老
人

保
健
施
設
」
の
中
間
に
位
置
し
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
の
が
特

徴
。
病
院
で
の
治
療
は
一
段
落
し
た
も

の
の
、
も
う
少
し
療
養
が
必
要
な
方
。

入
院
す
る
ま
で
症
状
は
重
く
な
い
が
、

一
定
の
医
療
が
必
要
な
方
な
ど
、
次
の

施
設
入
居
、
在
宅
復
帰
ま
で
の
中
間
施

設
と
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
新

し
い
タ
イ
プ
の
施
設
で
す
。

※
４
人
部
屋
中
心
で
定
員
は
９
２
名
。
５

階
建
で
、各
フ
ロ
ア
ー
に
食
堂
、
談
話
室
、

理
学
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
け
ら
れ
る
機
能
訓
練
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
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平成21年5月1日現在社会医療法人ペガサス　外来診療のご案内

馬
場
記
念
病
院

馬
場
病
院

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00

　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

（脳）神経
内科

整形外科

形成外科

内科

（脳）神経内科

整形外科

泌尿器科

内科

外科

内科／外科 
＜内科外来にて＞

1診

2診

3診

1診

2診

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科４診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

藤本基秋

前田一史

平山道彦
（循環器）

坂本常守
（循環器）

周藤弥生
（糖尿病）

若山公作
（呼吸器）

寺岡　均 新田敦範

原　順一 渋谷雅常

宇野淳二 伊飼美明

河内屋友宏

藤本基秋
馬場武彦

高橋光雄 北口正孝

中谷芳美 千本裕子

本田良宣 山北真也

吉田　映

久保俊彰 上田朋子
＜１０：００～＞

担当医 本田良宣
＜整形外科＞

担当医 宇治義正

永田安徳

往診 往診 往診 往診 往診

中林孝之 峯田春之 中林孝之 中林孝之 中林孝之 中林孝之

永田安徳

宇治義正 担当医
　

宇治義正

永田安徳 担当医

担当医 矢野　基

楊　裕健 篠塚宗徹

松本成史
花井 禎（予約検査）
梅川 徹（診察のみ）

山本喜英 山本喜英

北口正孝

難波雅司
（循環器）

周藤弥生
　　（糖尿病）

児玉豊城
（呼吸器）

坂本常守
（循環器）

玉森　豊 寺岡　均 新田敦範 山添定明
第1・3週

真下勝行 玉森　豊

原　順一

平田直人 大平雅一
第2・4・5週

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復

伊野波 諭 伊飼美明

甲斐康稔

峯田春之 北口正孝 平賀定一

西本和弘 楠　進／原　秀憲
第1・3週/第2・4・5週

長谷川隆典

交替制

岡垣健太郎 吉田　映 山北真也 交替制
交替制

交替制上田朋子
＜１０：００～＞

千本裕子

久保俊彰＜外科＞
担当医＜外科＞

山本喜英
＜外科＞

久保俊彰 久保俊彰 久保俊彰

永田安徳 永田安徳 永田安徳

宇治義正 宇治義正 宇治義正
　 　

宇治義正 宇治義正 担当医

担当医 担当医 永田安徳

岡本隆司第１・３週
田中秀典第２・４・5週

永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

北口正孝
＜（脳）神経内科＞

楊　裕健 篠塚宗徹

北口正孝

瓦林孝彦
（心臓）

堀川重樹

玉垣芳則
（在宅酸素）

岡垣健太郎
（関節の外来）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

岡垣健太郎

三木慎也

山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

交替制

　
伊野波 諭 長岡慎太郎

前田一史

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

甲斐康稔

三木慎也

 

田中秀典
（呼吸器）

北田拓也
（肝臓病）

山本　研 山本　研
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馬場記念病院は、平成20年11

月に財団法人日本医療機能評

価機構による病院機能評価項

目「バージョン5.0」の更新

に関わる書面審査、訪問審査

を受審し、平成21年3月に3回

目となる認定を受けました。

今後も質の高い医療を提供

し、皆さまの信頼と期待に応

える病院であり続けるため

に、より一層努力してまいり

ます。病院機能評価更新認定

への取り組みは「つばさ31号」

で詳しく紹介します。ぜひご

覧ください。

「ペガサスロイヤルリゾート石津」
お問い合わせ、ご相談、入居お申し込み
フリーダイヤル0120-565-878（9時～18時）
気軽にお電話ください。



馬場記念病院は、充分な指導医、外来・入院・救急患者数及
び手術件数を持つことなど、研修医が研修するための要件を
満たした厚生労働大臣指定の「臨床研修指定病院」として、
新人医師の研修を実施しています。本年度は5名の初期臨床
研修医が、救命・救急を含んだプライマリ・ケアが遂行でき
る、幅広い基礎知識と基本的臨床能力を学んでいます。研修
にあたっては、患者さまの安全を第一に考え、経験豊富な指
導医が常に側に付き、徹底したリスク管理体制の元で行って
います。次代の医師を育てることは、地域の医師不足問題の
整備や、地域医療の活性化に重要な役割を果たすことにもな
ります。患者さまをはじめ、地域の皆さまのご理解、ご協力
をお願い申し上げます。

間
た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
い
チ
ー
ム

で
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
、
そ
し
て
未
来
の
地
域
医

療
を
担
っ
て
い
く
ペ
ガ
サ
ス
の

新
入
職
員
た
ち
。
患
者
さ
ま
を

は
じ
め
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
厳
し
く
温
か
い
目
で
か
れ

ら
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

消
化
器
科
は
、食
道
・
胃
・
十
二
指

腸
・
小
腸
・
大
腸
・
直
腸
か
ら
な

る
消
化
管
、お
よ
び
肝
臓
・
胆
嚢
・

膵
臓
か
ら
な
る
お
腹
の
臓
器
の
疾

患
を
扱
う
診
療
科
で
す
。当
院
は
救

急
患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ
が
多
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、上
部
・
下
部

消
化
管
出
血
（
吐
血
、
下
血
な
ど

の
出
血
を
伴
う
も
の
）
や
急
性
腹

症
（
急
激
な
腹
痛
を
伴
う
も
の
）

な
ど
の
急
性
疾
患
に
も
迅
速
・
的

確
な
対
応
で
治
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。当
科
で
は
、特
に
、
内
視
鏡

を
使
用
し
た
低
侵
襲
療
法
（
開
腹

す
る
必
要
が
な
く
、体
に
負
担
の
か

か
ら
な
い
治
療
）に
力
を
入
れ
て
お

り
、早
期
の
胃
癌
に
対
し
て
は
、2

0
0
7
年
4
月
か
ら
E
S
D（
内
視

鏡
的
粘
膜
下
層
切
開
・
剥
離
術
）を

導
入
し
、良
好
な
治
療
実
績
を
重
ね

て
い
ま
す
。

内
視
鏡
を
使
用
し
た
治
療
に
は
、

出
血
に
対
す
る
止
血
術
、異
物
除
去
、

早
期
胃
癌
・
大
腸
癌
や
ポ
リ
ー
プ

に
対
す
る
内
視
鏡
的
切
除
術
、
食

道
静
脈
瘤
に
対
す
る
硬
化
術
・
結

紮（
け
っ
さ
つ
）術
、総
胆
管
結
石
に

対
す
る
乳
頭
切
開
術
、胆
管
炎
に
対

す
る
胆
管
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
、そ
し
て

胃
ろ
う
造
設
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
前
は
開
腹
手
術
を
必
要
と
し
て

い
た
、食
道
、胃
、大
腸
な
ど
の
消
化

管
の
早
期
癌
や
ポ
リ
ー
プ
の
治
療

が
、
現
在
で
は
内
視
鏡
を
用
い
て

の
治
療
が
主
流
と
な
り
、痛
み
が
小

さ
く
、早
期
回
復
・
退
院
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

内
視
鏡
治
療
の
最
大
の
特
徴
は
、

や
は
り
お
腹
を
切
る
こ
と
な
く
病

巣
の
摘
出
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。し
か
し
、病
変
に
よ
っ

て
は
術
中
の
視
野
が
狭
い
内
視
鏡

治
療
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、な
に
よ
り
も
患
者
さ
ま

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、内
視
鏡
を

使
用
し
た
施
術
が
可
能
か
ど
う
か
、

開
腹
手
術
で
行
う
の
か
ど
う
か
、外

科
と
の
密
接
な
協
力
体
制
の
も
と

に
、内
視
鏡
治
療
の
可
能
性
を
第
一

に
考
慮
し
た
、最
も
安
全
で
最
適
な

治
療
方
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。ま

た
、患
者
さ
ま
の
病
状
が
消
化
器
科

以
外
の
原
因
で
あ
っ
て
も
外
科
を

は
じ
め
と
す
る
各
専
門
科
間
で
綿

密
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、患
者
さ

ま
を
複
数
の
専
門
医
で
総
合
的
に

判
断
し
、安
全
で
最
適
な
治
療
を
提

供
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

癌
を
は
じ
め
、ど
の
よ
う
な
病
気
で

も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
に
は
、身

体
に
違
和
感
を
覚
え
て
か
ら
検
査

を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的

に
定
期
的
な
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。胃
や
大
腸
の
検
査
に

は
バ
リ
ウ
ム
検
査
よ
り
も
内
視
鏡

検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。病
変
が
凹

凸
に
な
っ
て
い
れ
ば
バ
リ
ウ
ム
検

査
で
異
常
を
発
見
で
き
ま
す
が
、隆

起
の
な
い
病
変
の
場
合
は
発
見
が

困
難
で
す
。診
断
能
力
は
、直
接
病

変
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
内
視
鏡

検
査
の
方
が
圧
倒
的
に
高
く
、数
ミ

リ
単
位
の
小
さ
な
癌
も
発
見
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。早
期
発
見
を
確

実
に
す
る
た
め
に
も
、定
期
的
に
内

視
鏡
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

上
部
内
視
鏡
検
査
に
は
、通
常
の
内

視
鏡
よ
り
も
苦
痛
の
少
な
い
経
鼻

内
視
鏡
検
査（
鼻
か
ら
内
視
鏡
を
入

れ
る
検
査
）が
あ
り
ま
す
が
、現
時

点
の
性
能
で
は
通
常
の
内
視
鏡
と

比
べ
て
、画
像
解
像
度
が
低
い
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。消
化

管
を
く
ま
な
く
調
べ
、早
期
の
癌
を

発
見
、治
療
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、

操
作
性
に
も
優
れ
た
、通
常
の
内
視

鏡
が
良
い
で
し
ょ
う
。「
で
も
、口
か

ら
挿
入
す
る
内
視
鏡
の
方
が
苦
痛

を
感
じ
る
か
ら
…
」と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、希
望
の
方
に
は

鎮
静
剤
を
使
用
し
た
、苦
痛
の
な
い

内
視
鏡
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
検
査
方
法
の
選
択
に
あ
た

っ
て
は
患
者
さ
ま
と
の
相
談
の
う

え
、決
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。今
後
も
、患
者
さ
ま
の
安
全

を
第
一
に
考
え
た
、最
新
の
検
査
・

治
療
方
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

す
べ
て
の
患
者
さ
ま
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
医
療
提
供
を
め
ざ
し
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ペガサスグループの株式会社ユニコでは、ご家族の介護にも役立つ、「ホームヘル

パー養成講座」を開講しています。講義、通信講座、実技、実習と確実に知識と

技術を身につけることができ、約５カ月で2級ホームヘルパーの認定取得をめざし

ます。リハビリテーションや介護のポイントを楽しく、無理なく、分かりやすく

学ぶことができ、講座終了後はホームへルパーとして仕事先への紹介を受けること

ができます。また、成績優秀者の方には希望によりユニコ訪問看護ステーションで

の就職も可能です。

笑顔がステキなニュージーランド生まれのMr.コリンが講師を務める、「親子の英

会話教室」が好評開講中です。3歳～5歳のお子さんと保護者の方が対象ですが、

小学生や一般の方々も参加OK.。ペガサス職員も参加し、病院と地域の方を結ぶ

コミュニケーションの場としても活用されています。あなたもネイティブスピー

カーによる生きた英語を楽しく学んでみませんか？
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馬
場
記
念
病
院
　

消
化
器
科

部
長
　
原
　
順
一

高齢者の方に多いひざの痛み。その原因と治療法について、専門医がわかりやす

くお話しします。また治療法の一つとして人工関節についてのご紹介もします。

「認定看護師」とは、日本看護協会が認定する特定分野を専門に
した看護のスペシャリストです。ペガサスではすでに1名の看護
師が教育課程を修了し、現在２名の看護師が４月より教育課程
に進んでいます。

瀧本知美
皮膚・排泄ケア
平成10年入職

森本一歩
脳卒中リハビリテーション看護
平成14年入職

廣田沙央里
救急看護
平成13年入職

学校に通った９カ月間は「看護でもここ
まで専門性が高いことを勉強できるん
だ」、という驚きの連続でした。実習の
間、とらなければならない症例数もレポ
ートも多く、寝る間がないほど大変でし
たが、充実した時間を過ごすことができ
ました。これからは自分が習ってきたこ
とを、周りのスタッフに伝えながら、さ
らに看護の質の向上に努めていきます。

学生時代に脳腫瘍の患者さまと接して、
それ以来、脳神経外科に興味を持ち続け
てきました。ペガサスに入職したのも、
脳神経外科に強い病院というのが決め手。
今回、認定看護師に「脳卒中リハビリテ
ーション看護」分野が新設されることを
知り、自分から病院に申し出ました。認
定看護師としてのスキルアップが病院のス
キルアップにつながればと思っています。

数年前、友人が事故で救急に運ばれ、その
ときの病院の対応に疑問を感じました。
ICUで10年間働いた経験を活かし、救急
を変えることができないかと思い、認定
看護師の「救急看護」分野を学ぼうと決
意しました。受験は、救急外来部門や看
護部長に協力していただいたおかげで無
事合格。馬場記念病院は救急搬送が多い
ので、今から責任の重さを感じています。

社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
の
入

職
式
・
新
入
職
員
研
修
が
4
月

1
日
か
ら
3
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
は
じ
め
に
理
事
長
の

馬
場
武
彦
に
よ
る
辞
令
が
交
付

さ
れ
る
と
、
新
入
職
員
た
ち
の

表
情
は
引
き
締
ま
り
、
ペ
ガ
サ

ス
の
一
員
に
な
っ
た
自
覚
と
決

意
を
そ
れ
ぞ
れ
胸
に
、
医
療
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
二
日
目
か
ら
三
日
に
か

け
て
は
、
西
堺
警
察
署
よ
り

「
身
近
な
生
活
事
犯
に
つ
い
て
の

対
処
」
講
義
や
、
馬
場
記
念
病

院
副
院
長
の
西
尾
俊
嗣
に
よ
る

「
医
療
事
故
防
止
・
感
染
防
止
対

策
」、
法
人
本
部
企
画
運
営
局
長

の
田
中
恭
子
に
よ
る
、「
昨
今
の

医
療
情
勢
と
ペ
ガ
サ
ス
の
規
則
」

に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

を
実
施
し
、
異
な
る
職
種
の
仲


